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　　ITスキル標準の現況と
　　　　　　　今後の方向について
　　　? 導入意義と浸透に向けての取組み
　　　　　　　　　　　　　エンドユーザー企業向け　　

2005年2月15日
株式会社スキルスタンダード研究所

代表取締役

　高橋　秀典
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Agenda

はじめに　　「ITスキル標準」

　Ⅰ　　　 ITスキル標準を取り巻く状況

　Ⅱ　　 今後の方向性とITSSユーザ協会の活動
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ITスキル標準のフレームワーク
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レベル７

レベル６

レベル５

レベル４

レベル３

レベル２

レベル１

職種 マーケティング セールス コンサルタント ＩＴアーキテクト プロジェクトマネジメント ＩＴスペシャリスト
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ

ソフトウェア
デベロップメント

カスタマサービス オペレーション ｴﾃﾞｭｹｰｼｮﾝ

専門分野

ハ
イ
レ
ベ
ル

ミ
ド
ル
レ
ベ
ル

エ
ン
ト
リ
レ
ベ
ル

ハイレベル：社内において当該職種／専門分野に係るﾃｸﾉﾛｼﾞやﾒｿﾄﾞﾛｼﾞ、ﾋﾞｼﾞﾈｽをﾘｰﾄﾞするﾚﾍﾞﾙ。特にﾚﾍﾞﾙ7は、市場全体から見ても先進的なｻｰﾋﾞｽの開拓や市場化をﾘｰﾄﾞする。ｽｷﾙ開発においても、社内戦略の策定・実行に大きく貢献することが求められる。

ミドルレベル：ｽｷﾙの専門分野が確立し、自らのｽｷﾙを駆使することによって、業務上の課題の発見・解決をﾘー ﾄ゙することができるﾚﾍﾞﾙ。ｽｷﾙ開発においても、自らのｽｷﾙの研鑽を止めることなく、また、下位ﾚﾍﾞﾙの育成に積極的に貢献することが求められる。

エントリレベル：ｽｷﾙの専門分野が確立するにはいたっておらず、当該職種の上位ﾚﾍﾞﾙの指導の下で、業務上における課題の発見・解決を行うことができるﾚﾍﾞﾙ。ｽｷﾙ開発においては、自らのｷｬﾘｱﾊﾟｽ実現に向けて積極的なｽｷﾙの研鑽が求められる。
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ITｽｷﾙ標準の構成要素

専門分野固有スキル

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４
レベル５

レベル６

レベル７

専門分野

プロジェクトマネジメント職種
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●システム開発
　ｱﾌ゚ﾘｹ ｼーｮﾝ開発
　ｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ

専門分野

●責任性
●複雑性
●サイズ
●タスク特性

レベル７

達成度指標

レベル３

レベル４

ｚｚｚが出来るレベル５

ｙｙｙが出来るレベル６

ｘｘｘが出来る。レベル７●統合マネジメント

知識項目スキル熟達度スキル項目

●ソリューション設計●統合マネジメント

●タイムマネジメント

ｼｽﾃﾑ開発
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ開発
ｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ

職種共通スキル項目

　　スキル領域
専門分野

達成度指標

職種・専門分野のレベル毎
に要求される経験と実績の

定義
（ＸＸの経験・実績を有する）

スキル領域

・職種毎の共通のスキル項目定義
（全専門分野と全レベル共通）
・専門分野固有スキルの定義

スキル熟達度

スキル項目に対する
レベル毎のスキル熟

達度
（ＸＸＸが出来る）

※[出典]　IPA「ITスキル標準概説書」

職種の概要

専門分野別のレベル
範囲と専門分野の

説明記述
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ITスキル標準の「実務能力」における相場観

実務経験・実績（実務能力評価）

ハイレベル ミドルレベル エントリレベル

レベル7 レベル6 レベル5 レベル4 レベル3 レベル2 レベル1

テクノロジやメソドロジ、ビジネスをリードする
（技術を作る、生み出す）

業務上の課題の発見・解決ができる
（技術を使う）

市場全体からみても
先進的なサービスを
開拓する。市場化を

リードする

社内（自らが所属する企
業、団体）をリードする

一定の業務範囲（プロジェ
クト）内をリードする

上位者の指導のもと
業務を実施する

市場に高い影響を与え
ることができる

市場に認知される。（社外論文
等が市場に通用する）

社内に認知される。社内で通用する

指導、教育ができる

全て独力でできる

一定の難易度については、
一人でできる。高難易度の
ものは指導の下でできる

指導の下
でできる

プロフェッショナル貢献評価
個別スキルの習得状況管理による評価

※[出典]　経済産業省資料
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　　　　ITスキル標準をどうとらえ、
　　　　　　　何を課題としているか

ITスキル標準（ver.1.1）に記載され
ている重要ポイント　～抜粋～

■スキル標準は、辞書的機能を想定し、パブリックドメイ
ン（公文書）として取りまとめて提示する

■スキル標準に基づいて人材育成、スキル開発を行ったとして
も、その人材・スキルを効果的に活用し、統合していくビジネス
戦略がなければ、企業の競争力向上には結びつかない。

■職種/専門分野はいわゆる人材像ではない。～ITスキル標
準は、辞書としての活用性を高める観点から、固定的な役割や
職務のモデル化をまず行うのではなく、市場において顧客が必要
とするスキルをまず浮き彫りにして、そのスキルの標準化を行う。

■辞書的機能としての一覧性や利便性、メンテナンスの容易性
を確保する等の観点から、プロジェクトの局面に応じて短期的に
必要となる個別の製品・サービス及び適用業務知識に関する
要素スキルや、個人の適正や資質にかかわるような人間系のス
キルについては、詳細な記述を行っていない。

■I Tスキル標準に基づいて、新たに公的な評価・認定制度
を創設するということは、現時点では想定していない。

ITスキル標準が活用され、
普及するための課題

●ビジネス戦略から、ITスキル標準をベースに目標人材モ
デルを設定し、現状を把握した上でそれらのギャップを認
識する必要がある。

●「辞書」を有効に、正しく使うための「読み方」、「使い方」
の基準が必要。また、抽象的な部分もあり、異なる理解
が進まないように適切なガイドラインが必要である。

●実践、活用するためには、ITスキル標準をベースに「目
標人材モデル」、「スキルセット」を策定する必要がある。

●詳細化・具体化した網羅性のあるものを用意しておくと、
どのようなビジネスモデルの企業にも標準として使用可能
であり、納得性のあるスキル評価ができ、人材育成におけ
るPDCAを推進できる。

●辞書であるITスキル標準を正しく活用して人材を育成・評価し
ているのか、という視点は市場（特にユーザー企業）に問われる。「ス
キルアセッサー」などの認定制度について検討する必要がある。
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Ⅰ　ITスキル標準をとりまく状況

○　アジアの脅威
　中国、インド、ベトナム．．．産官学が連携したIT人材育成

　　 国内IT系企業8,000社、ITエンジニア550,000人
　このままの継続があり得るか?

○　IT系企業の取り組み
　首都圏中心、情報不足の地方
　経営者・推進者の理解不足、安易な取組み

　 ITエンジニア個人にも危機感なし?　
　 現場経験のある深く理解した推進者が登場、徐々に光明も

○　エンドユーザー企業
　まだ傍観者?　
　積極派のリーダー企業も出現　

8Copyright © Standard Skills Institute, 2004-2005. All rights reserved.

Ⅱ　今後の方向性と
　　　　　　　ITSSユーザー協会の活動

○　人材育成の基準が変化 　
個別企業の判断に基づいた教育のみで現場に出す事
が一般的であり、後進育成もOJTが中心。

共通指標に基づいたITプロフェッショナルを育成し、
ITサービスの質の向上を目指す。

○　SFIAとの連携
相互の事例研究や実証研究など、失敗しない導入の推進。

○　キーワードは「調達」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ITベンダーとエンドユーザー、ITベンダー間、企業と大学など

○　エンドユーザー企業の動向
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SFIAフレームワーク

< <原文より抜粋>

SFIAは診断基準です。各基準
項目は、特定のタスクを実行す
る能力について包括的な説明を
行うものではなく、特定のレベル
で要求されるスキルを明確にする
ことを目的にしています。SFIAは
詳細な能力定義に対応するも
のです。

【SFIAは、規格ではなく、認識のための基準】

10Copyright © Standard Skills Institute, 2004-2005. All rights reserved.

SFIA　資格とのマッピング
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Meeting　w / Mr.McLaren

○ SFIA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　Release 2000年6月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　e-skillsがファシリテータで、ITベンダ30社で策定。　　　　　　　　　　　　　　　
　　SFIA Foundation設立 2003年5月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　Releaseから2年間は、ほとんど動きなし。

○ SFIA　Foundation 出資企業・団体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　BCS: British Computer Society　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　IEE: Institution of Electrical Engineers　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　IMIS: Institute for the Management of Information Systems 　
　　　　　　　　e-skills UK: (Skills Council for IT)　　
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Meeting　w / Mr.McLaren

○ SFIA　　　

　　Frameworkは、IT-Industryの骨格としての位置づけ。　　　　　　　　　　　　
　　Web siteから無料でダウンロード可。

　　1回/年 改訂の予定　　次期Release 2005年中頃

　　精度 1年間でタイプミス3箇所、Skill定義の追加が少々。　　　　　　　　　
　　　　　　

○ SFIA plus                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　BCSが検討した内容をSFIAに入れ込んで販売。　　　　　　　　　　　　　　　

○ e-skills UK　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　NOF(Nation Occupational Standrd)+Industry定義を　　　　　　　　　
　　SFIAに入れ込んで販売。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　また別に、End User Frameworkも作成。
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Meeting　w / Mr.McLaren

○ 導入企業 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ユーザー企業が多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　現在40社の全社導入企業と、100社以上の部分的導入企業あり。　　　　
　　　　　　Prudential、Nation Wide、AXA/Knowledge Union、etc.　　　　　　
　　　　　　管理されている人数は多いが、役割がシンプルな企業が主体。　
　　　　　　　　　←多くの人が決定に加わらない、人事が強い傾向。　

　　大手IT企業は既に自前の仕組みを持っているので、参考にする程度。　　　　
　　今後のターゲットは、仕組みも体制も持たない中小企業。

○ Consulting　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　導入企業でのFunction分析から入り、SFIA Frameworkから選択して　　
　　自社に必要なSkill定義で構成されたFrameworkを作り出す。　　　　　　　
　　500名以上の認定コンサルが導入支援。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ジョブアサイン、配置計画などの人材戦略を支援。

　　唯一の認定ToolであるINFOBASISのスキルズ・インベントリツールを使用。
　　ロイヤリティが SFIA Foundationに入る。　

14Copyright © Standard Skills Institute, 2004-2005. All rights reserved.

Meeting　w / Mr.McLaren

○ レベル認定方法 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ITエンジニア自身で確認した後、Managerが判定する。　　　　　　　　　　　　
　　理解、コミュニケーションが必要であるが、外部の評価より確実。　　　　　　　　

○ ITSSUGとのCo-work                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　Global Standardを視野に。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　情報交流、人材交流、実証研究、共通プロジェクトなどの実施。
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ITスキル標準, SFIA, NWCETの比較

?雇用適正/基礎能力をカテゴ
リの１つに設定
?技術スキル・パーソナルスキ
ルが評価要素となっている

?職務上の役割の詳細化
?スキルを｢実務能力｣と捉えて
いる

スキル定義の
特徴

?教育カリキュラムの策定
?学校教育機関におけるIT技
術者の教育

?職業資格の認定
?IT産業振興

?高度IT人材の育成策定目的

?IT技術者予備軍
?IT関連教育受講者

?組織内のIT技術専門者
?企業に在籍し、高い実務能力
を持つIT技術者

主たる
評価対象者

?各作業タスクが完遂している
かどうかのチェックリスト的判
断

?組織内の役割に沿っている
?経験･実績(達成度)が重要な
評価指標

レベル分類の
視点

?実務に即した、IT業界の代表
的な職名キャリア別

?IT利用企業の職種毎の役 割、
業務内容

?IT投資局面ごとに IT技術者に
求められる活動内容

職種分類の
特徴

利用想定者
IT技術者個人
IT技術利用企業･団体

SFIA

IT技術者個人
教育機関

ITサービス提供企業
ITユーザ企業･団体
IT技術者個人

NWCETITスキル標準
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ITスキル標準の次のキーワード：　「調達」

IT技術者の調達基準

企業

企業戦略の具現化
組織体制　　　　　　
組織能力
育成計画
採用計画
人事制度

プロジェクト
プロジェクト要員調達
プロジェクト期間　　
プロジェクト構成
パートナー構成　　
運営方針

エンドユーザー

要員調達　　　　　　　
システム調達
調達価格の適正化

ITスキル標準の実践的普及、ITプロフェッショナルの育成へ
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Skills Inventory

Skills Inventory

Ｉ
Ｔ
技
術
者

企
業
・

団
体
・

組
織

ビジネス戦略

目標人材モデル

Career Design Business Oriented

ITスキル標準

トレーニング

トレーニング

ゴール

キャリアパス

スキルセット

実践・経験

技術スペック

チーム
ビルディング

組織構成

Project
要員調達

ゴール

個人認定アセッサー 組織認定アセッサー

人材特性・属性

「調達」のための認定制度の考え方

キャリアアンカー

キャリア
サバイバル

人材育成計画
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Ⅱ．　ITSS活用のポイント

アセッサー制度のスコープ（組織版）

アセッサー登録機関

アセッサー
研修機関

アセッサー アセスメント

アセスメント
実施機関

アセッサー認定制度 ＩＴスキル標準評価制度

アセスメント制度

申請

評価

受講教育

申請登録

依頼

申請登録

アセスメント
希望組織

認定方針

認定アセッサー
認定機関

申請登録

申請認定
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・ITを推進する部門は、企業の戦略部門
-人材育成のために何にどのくらい投資するべきかの

　判断材料とする。
-継続的なスキルの定量的測定を行い、長期的な人材
　育成の一助とする。
-個人のキャリアパス構築の指標とし、モチベーション　
　の向上を図る。
-ビジネス戦略上の適材適所を実現するため、各サイト
　および各IT組織における人材のスキルの定量的測定
　の実現。
-上司、部下間の能力評価時のコミュニケーションツー
　ルの提供　　
　　　

エンドユーザー企業の取り組み

20Copyright © Standard Skills Institute, 2004-2005. All rights reserved.

・ITを推進する部門は、企業の戦略部門
アウトソーサー、または契約先から提示・提供される見積、

　提案、成果(物)などが適正かどうか判断する必要がある。

　

エンドユーザー企業の取り組み

・調達基準としてITスキル標準を採用
-共通のメジャメントとなるものを利用し、評価する。
-適切に活用すると、ビジネス戦略にあった調達が可能。
-費用対効果の明確化が可能。
-コストダウンにつながる。
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・業務遂行、自己実現・啓発

　リーダーシップ

　コミュニケーション

　問題予知・判断

　ゴール設定・遂行　

　課題設定・解決

　情報収集・分析

　指導・育成

ユーザー企業IT部門に必要なスキル

・対エンドユーザー部門

　業務知識・経験

　業界知識・経験

・対ITベンダー

　ベンダー・マネジメント

　調達

　(見積・提案のレビューなど)

・共通

　プロジェクト・マネジメント

　リスク・マネジメント

22Copyright © Standard Skills Institute, 2004-2005. All rights reserved.

ユーザー企業IT部門に必要なスキル

ITスキル標準　→　ITエンジニアがプロジェクトを遂行していく上で、必要な
　　　　　　　　　　　　　 ITスキルを網羅的に定義し、さらに達成度指標を加えた

上、標準化された職種・専門分野ごとにレベル観を付け
て分布させたもの。

ではユーザー企業では

どう使うのか

・ITスキルのみという同じ考え方に立つなら、達成度指標(過去の経験 )を
　加味するのは難しい。

・経験が無くても判断・評価・レビューする能力が必要。

・エンドユーザーとのスムーズなコミュニケーションを進めるために、「業界
　知識・業務知識」が必要。

・ITベンダーとの効率的で正確な関係を保つための「モデリング能力」が　
　必要。
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ユーザー企業IT部門に必要なスキル

・エンドユーザー要求の正確
　な把握

・ビジネスプロセスの把握

・情報の一元化と有効利用

モデリング能力

　・要求分析

　・機能分析

　・データ分析

変わらない技術で、手段で
ある技術を判断・レビュー・
評価する。

システム構築プロジェクトにおける必要スキル

24Copyright © Standard Skills Institute, 2004-2005. All rights reserved.

システム構築の流れ

現行システム

要求分析

Object Tree  　目的樹木図
新論理
システム
モデル

新機能階層図

新システム

開発

設計

概念スキーマ

リレーション
定義票

E/Rモデル

データベース設計プロトタ
イピング

機能分析

組織図

現状調査

デ
ー
タ
分
析

現行機能階層図

現行論理
システム
モデル

現行データ
フロー
ダイアグラム

新データー
フロー
ダイアグラム

プロセスフロー
現行物理
システムモデル

基準書

新プロセスフロー

繰作説明書
機能フロー

新物理
システムモデル

論理スキーマ

機能項目関連票

テーブル定義票

物理スキーマ
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職種別
業務プロセス

職務機能の目的

To Be Function Model

手段
　/目的

手段
　/目的

手段
　/目的

手段
　/目的

手段
　/目的

手段
　/目的

具体的手段具体的手段 具体的手段 具体的手段具体的手段

各Function遂行上必要なスキルの抽出

取得資格業務知識

要素技術

ﾊﾟｰｿﾅﾙｽｷﾙ

業界知識

■IT系資格
　・ベンダ資格
　・・・・
■非IT系資格
　・語学、通訳系
　・・・・

■会計業務・財務管理系
■マーケティング業務
■営業・営業管理業務
　・・・・

■医療・福祉
■金融・保険業
■通信業
　・・・・

■メソッド
　・ソフトウェア開発技法
　・プロジェクト管理技法
■ハードウェア
　・ハードウェア
■ソフトウェア
　・OS
　・開発言語、ツール
　・・・・
■データベース
　・データベース
■ネットワーク
　・ネットワーク

■コミュニケーション
■リーダーシップ
■ネゴシエーション

SSI-ITSSに搭載されているスキル項目に
カテゴライズしながら固有スキルを洗い出す

スキル領域　

実例：ファイザー殿　
　　　　　　ITスキル標準導入Consulting

■プロジェクト遂行共通
■提案活動
■業務分析
■基本設計
■開発
■移行、運用保守・

Enterprise　Architectureの業務分析手法

Function Modeling技法　　　

26Copyright © Standard Skills Institute, 2004-2005. All rights reserved.

Ⅰ．　ITスキル標準（ITSS）を理解する

実例：ファイザー殿　ITスキル標準導入Consulting
　　　　　　　To Be Function Model(１部)
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スキル棚卸し
ITSSレベル充足度

ITSS Viewファイザー指標View

ITスキル標準ITスキル標準

達成度 スキル熟達度

スキル定義データー セットスキル定義データー セット

スキル補完
定義・翻訳

スキル
詳細定義

ご提供

フ
ァ
イ
ザ
ー

人材モデル
　定義
人材モデル
　定義経営戦略

社
員
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
サ
ー

ガイドライン
提供

民間レベル
実践活用
ノウハウ

Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｓ

ユ
ー
ザ
ー
協
会

Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル

標
準
セ
ン
タ
ー

（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）

フィードバック
提言

ＩＴベンダー/個人
・ITSSフレームワーク
・現状＆ 将来像
・キャリアパス

経営者/管理者/個人
・サービスフレームワーク
・現状＆ 将来像
・キャリアパス

経
済
産
業
省

支援

スキル
データ

実例：ファイザー殿　
　　　　　　ITスキル標準導入Consulting

28Copyright © Standard Skills Institute, 2004-2005. All rights reserved.

職掌 専門分野
Entry Advanced Expert 合

計Level1 Level2 Level3 Level4 Level5 Level6

Business Analysis

Strategic Planning * * * * * * 0
Finance * * * * * * 0
Program Management * * * * * * 0
Human Resources * * * * * * 0
Education * * * * * * 0
Marketing&Communication * * * * * * 0

End User Service

Call Center Service * * * * * * 0
Onsite Service * * * * * * 0
Web Management * * * * * * 0
Desktop Management * * * * * * 0
End User Management * * * * * * 0

Network Service

WAN Management * * * * * * 0
LAN Management * * * * * * 0
Conferencing Services Mgt * * * * * * 0
External Connectivity Services 
Mgt * * * * * * 0

Network Security * * * * * * 0
Network Portfolio Management * * * * * * 0

Voice * * * * * * 0

Messaging
Messaging * * * * * * 0
Directory * * * * * * 0

Data Center 
Operation

Database Management * * * * * * 0
Storage Management * * * * * * 0
Platform Management * * * * * * 0
Facility Management * * * * * * 0

Compliance and 
Security

Validation Qualification 
Management * * * * * * 0
Regulatory Management * * * * * * 0
Risk Management * * * * * * 0

合計 0 0 0 0 0 0 0

職掌 専門分野
Level1 Level2 Level3 Level4 Level5 Level6 合

計Entry Advanced Expert

実例：ファイザー殿　
　　　　　　スキル・フレームワーク
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修
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ト

ラ
ク

シ
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ン

レベル７

レベル６

レベル５

レベル４

レベル３

レベル２

レベル１

職種 マーケティング セールス コンサルタント ＩＴアーキテクト プロジェクトマネジメント ＩＴスペシャリスト
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ

ソフトウェア

デベロップメント カスタマサービス オペレーション ｴﾃ゙ｭｹー ｼｮﾝ

専門分野

ハ
イ
レ

ベ
ル

ミ

ド
ル
レ

ベ
ル

エ
ン
ト

リ
レ
ベ

ル

ハイレベル：社内において当該職種／専門分野に係るﾃｸﾉﾛｼﾞやﾒｿﾄﾞﾛｼﾞ、ﾋﾞｼﾞﾈｽをﾘｰﾄﾞするﾚﾍﾞﾙ。特にﾚﾍﾞﾙ7は、市場全体から見ても先進的なｻｰﾋﾞｽの開拓や市場化をﾘｰﾄﾞする。ｽｷﾙ開発においても、社内戦略の策定・実行に大きく貢献することが求められる。

ミドルレベル：ｽｷﾙの専門分野が確立し、自らのｽｷﾙを駆使することによって、業務上の課題の発見・解決をﾘー ﾄ゙することができるﾚﾍ゙ﾙ。ｽｷﾙ開発においても、自らのｽｷﾙの研鑽を止めることなく、また、下位ﾚﾍ゙ﾙの育成に積極的に貢献することが求められる。

エントリレベル：ｽｷﾙの専門分野が確立するにはいたっておらず、当該職種の上位ﾚﾍﾞﾙの指導の下で、業務上における課題の発見・解決を行うことができるﾚﾍﾞﾙ。ｽｷﾙ開発においては、自らのｷｬﾘｱﾊﾟｽ実現に向けて積極的なｽｷﾙの研鑽が求められる。

職掌 専門分野
Entry Advan

ced Expert 合
計Level1 Level2

L
e
v
el
3

L
e
v
el
4

L
e
v
el
5

L
e
v
el
6Business 

Analysis

Strategic 
Planning * *

* * * *

0Finance * *

* * * *

0Program 
Management * *

* * * *

0Human 
Resources * *

* * * *

0Education * *

* * * *

0Marketing&Co
mmunication * *

* * * *

0

End User 
Service

Call Center 
Service * *

* * * *

0
Onsite Service * *

* * * *

0Web 
Management * *

* * * *

0Desktop 
Management * *

* * * *

0End User 
Management * *

* * * *

0

Network 
Service

WAN 
Management * *

* * * *

0LAN 
Management * *

* * * *

0Conferencing 
Services Mgt * *

* * * *

0External 
Connectivity 
Services Mgt * *

* * * *

0Network 
Security * *

* * * *

0Network 
Portfolio 
Management * *

* * * *

0
Voice * *

* * * *

0
Messaging Messaging * *

* * * *

0Directory * *

* * * *

0Data 
Center 
Operati
on

Database 
Management * *

* * * *

0Storage 
Management * *

* * * *

0Platform 
Management * *

* * * *

0Facility 
Management * *

* * * *

0
Compli
ance 
and 
Securit
y

Validation 
Qualification 
Management * *

* * * *

0Regulatory 
Management * *

* * * *

0Risk 
Management * *

* * * *

0
合計 0 0 0 0 0 0 0

職掌 専門分野 Level1 Level2

L
e
v
el
3

L
e
v
el
4

L
e
v
el
5

L
e
v
el
6

合
計Entry Advan

ced Expert

実例：ファイザー殿　
　　　　　　ITスキル標準導入Consulting

スキル領域　

取得資格

業務知識

要素技術

ﾊﾟｰｿﾅﾙｽｷﾙ

業界知識

■IT系資格
　・ベンダ資格
　・・・・
■非IT系資格
　・語学、通訳系
　・・・・

■会計業務・財務管理系
■マーケティング業務
■営業・営業管理業務
　・・・・

■医療・福祉
■金融・保険業
■通信業
　・・・・

■マーケティング

■メソッド
　・ソフトウェア開発技法
　・プロジェクト管理技法
■ハードウェア
■ソフトウェア
■データベース
■ネットワーク
　・・・・

■コミュニケーション
■リーダーシップ
■ネゴシエーション

　・・・・

■プロジェクト遂行共通
■提案活動
■業務分析
■基本設計
■開発
■移行、運用保守

　・・・・・

ITスキル標準フレーム
ワークの活用

企業人材モデルの
活用

30Copyright © Standard Skills Institute, 2004-2005. All rights reserved.

　○　ITスキル標準を正しく導入すれば

　　－　企業
企業戦略に沿った人材モデルを設定でき、

　　　　効果的な育成Planを策定することができる。

　　－　ITエンジニア個人
　　 自らの価値を知ることができ、Goalを明確に　
　　　　したキャリアデザインができる。

モチベーション・アップでエンジニアを元気に!
　　　

GOAL
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　ご清聴ありがとうございました。
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お問合せ先

　株式会社スキルスタンダード研究所
　　　　　　　　　　　　　Tel: 03-5212-6501

FAX：03-5212-6503
URL：http://www.skills.jp

〒102-0093　

　東京都千代田区平河町1-7-20　平河町ビル9階

E-Mail：contact@skills.jp


